
世界初のブラウン管式テレビの被写体
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写    真
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公益財団法人高柳健次郎財団

高柳健次郎

1926年頃

1926年に高柳健次郎がブラウン管式テレビでの画像受信に成功した際使われ
た「イ」の字を記した雲母板である。当時の実験装置の中で、唯一現存する
ものである。空襲時にも高柳が肌身離さず保管したと伝えられる。当時テレ
ビの実用化が、盛んに試みられていたが、後のブラウン管式のテレビは高柳
が初めて成功したものであり、本資料は日本の世界的な発明を示す、具体的
な証拠となる遺品である。なお成功年には異説がある。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）

非公開

第00005号

電子表示テレビジョン「イ」の字書き雲母板

所 在 地
東京都千代田区

公益財団法人高柳健次郎財団


